
謹
啓

錦
秋
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
志
賀
神
社
秋
季
例
大
祭
を
左
記
の
と
お
り
執
り
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
中
の
村
当
屋
が
当
屋
番
と
し
て
大
坪
常
会
が
本
当
屋
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、

皆
様
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
奉
納
行
事
の
自
粛
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
実
に
五
年
ぶ
り
の

本
格
的
な
行
事
奉
納
と
な
り
ま
す
。
当
屋
と
し
て
、
地
域
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
深
刻
化

す
る
中
、
奉
仕
役
の
確
保
の
み
な
ら
ず
い
か
に
持
続
可
能
な
例
大
祭
と
す
る
か
、
常
会
員

一
同
揃
っ
て
腐
心
し
て
参
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
志
賀
神
社
総
代
会
の
ご
意
向
も
あ
っ
て
志

賀
神
社
芸
能
伝
統
保
存
会
が
発
足
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
神
楽
団
は
招
聘
せ
ず
、

市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
六
神
儀
を
中
心
に
、
巫
女
の
舞
、
楽
打
ち
、

神
輿
、
獅
子
舞
、
祭
礼
原
へ
の
お
旅
を
奉
納
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
次
第
も
、

山
川
草
木
に
揺
ら
れ
て
暮
ら
し
て
き
た
人
々
が
、
何
ご
と
の
あ
る
を
知
ら
ね
ど
涙
こ
ぼ
る
る

心
象
を
、
時
を
連
ね
て
、
芸
能
と
い
う
形
へ
と
昇
華
さ
せ
て
き
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

全
て
の
次
第
を
氏
子
に
よ
る
行
事
奉
納
と
致
す
こ
と
で
、
こ
れ
ら
伝
統
芸
能
を
保
存
し
て

い
く
意
義
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
何
よ
り
皆
様
に
満
足
頂
け
る
例
大
祭
に
し
よ
う
と
心
が
け
て
お

り
ま
す
。
孫
や
子
、
親
類
縁
者
等
が
こ
れ
ら
行
事
に
参
加
致
し
ま
す
の
で
、
氏
子
の
皆
様
に

は
、
な
に
と
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
拝
頂
き
ま
す
よ
う
謹
ん
で
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

謹
白

志
賀
神
社
秋
季
例
大
祭
行
事
次
第

一
、
前
夜
祭

十
月
十
九
日(

土
）
午
後
五
時
半
か
ら

祭
典

巫
女
の
舞
、
六
神
儀
奉
納

志
賀
神
社
氏
子

一
、
大
祭

十
月
二
十
日(

日)

午
後
一
時
か
ら

祭
典

巫
女
の
舞
、
楽
打
ち
、
獅
子
舞
奉
納

志
賀
神
社
氏
子

一
、
送
祭

十
月
二
十
一
日(

月)

午
後
一
時
半
か
ら

祭
典

令
和
六
年
十
月
吉
日

中
の
村
当
屋

大
坪
常
会
本
当
屋

志
賀
神
社
氏
子
各
位

案


